
 

 

 

 

 

 

謹賀新年 今年こそ自公政権からいのちと暮らしを取り戻しましょう！ 
政策実現と選挙戦勝利を！ 

 社民フォーラムしもきた代表 目時 睦男 
 明けましておめでとうございます。 

一昨年２月自公政権に変わる政権樹立 

を目指し、苦渋の判断で社民党下北 

総支部を解散し立憲民主党への移行 

と共に、社会民主主義の理念・政策 

の運動発展を期し「社民フォーラム下 

北」を起ち上げましたが山積する課題へ 

の活動不足を痛感しながら現在の立憲民主党は地域住民

を巻き込んだ大衆運動不足があることから社民フォーラ

ムの運動強化が重要性を増していますし、地方統一選、

知事選、市議選があります。政策実現と選挙戦勝利に結

束して取り組むことをお願いし、年頭の挨拶といたしま

す。新年あけましておめでとうございます。 

 

謹んで新春のお慶びを申し上げます 

むつ市議会議員  杉浦 弘樹 
日頃より「すぎうらひろき」の活動に 

対しまして、御支持御支援を賜り誠にあ 

りがとうございます。昨年の夏に行わ 

れた参議院選挙におきましては、皆様 

方から多大なる御支援を賜り、田名部 

匡代参議院議員の２期目の当選ができ 

ましたことに改めて感謝申し上げます。 

これからも政権与党に対峙し、国民生活向・のため、田

名部匡代参議院議員と共に活動をしていく所存でござい

ますので、御理解賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。今年は、統一地方選、知事選と重要選挙がある選

挙イヤーであり、私自身も秋にはむつ市議会議員選挙を

迎えます。これまでは、１年生議員として右も左もわか

らない私に、皆様方から心温まる御指導いただいてまい

りましたが、今年は２期目の当選へ向け精進して参りま

すので、これまで以上に「すぎうらひろき」への御支持

を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

《新年ご愛読者プレゼント企画》 

～～～あなたの大切な写真で「オリジナルカレンダー」を作りませんか～～～ 
◆ あなたのお気に入りの写真を送っていただ 

ければカレンダーにしてお届けします。（写 

真は普通サイズで OKです） 

◆ 原価分として 84円切手３枚を添えて写真 

を郵送して下さい。１週間程度でお届けしま 

す。（〆切１月末日） 

※ 写真はスマホやデジカメのファイルをメー 

ル送信でも良いです。この方がより鮮明にな 

ります。）メールアドレスはこちらです。 

nobuo@kra.biglobe.ne.jp 

◆ Ａ３サイズ（297×420mm）でカラー光沢 

紙で作成します。 
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【事務局より】新年早々、宮下市長の知事選立候補が報じられ、「フォーラムニ

ュース」も紙面の編集（と言っても新聞記事の切り抜きですが…）に苦慮して発行

が遅れました。また、上記の２名の年頭あいさつも６日以前にいただいたため、市

長選には触れていません。昨年 12月むつ市議会の異常とも思える与党系７議員から

「宮下新知事誕生コール」的な一般質問が続いており、いかにも不自然な様相を呈

していました。こうしたことから今日の場面は予測できましたが、よもやこの時期

とは思いませんでした。そんなことで少しチグハグな紙面です。ご諒解ください。 なんか、こっちのおじさんの方が… 



今年は統一地方選、県知事選、むつ市議選と選挙が連続します。 

そして、宮下市長が知事選立候補を表明したため、市長選挙も実施されます。 
今年は統一地方選など各種選挙が目白押しです。当面

は４月９日投票の県議選の対応が注目されています。と

りわけ、むつ下北選挙区は越前議員の勇退が報じられ、

自民党は堺大間町議を推薦候補としました。選挙区内の

自民党３議席の独占は許さない立場から、立憲民主党む

つ下北支部も対応を検討中です。４月 23日には郡内の町

村議員選挙も予定されています。立憲民主党むつ下北支

部長の能登勝彦風間浦村議は再選を目指しています。 

 また、先日６日には６月に予定されている青森県知事

選に宮下むつ市長が立候補を表明しました。これに伴

い、必然的に、むつ市長選挙も行われることとなりま

す。正式に辞職した場合は 50日以内に市長選となりま

す。三村現知事の去就と共に自民党サイドの対応が連日

マスコミを賑わしています。また、立憲民主党青森県連

や市民連合あおもりなども独自候補の擁立を検討してい

るとの報道もあります。 

４月 県議選（９日投票） 町村議選（23日投票） 

６月 知事選（任期満了 28日 投票日未定） 

10 月 むつ市議選（任期満了 28日 投票日未定） 
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このゾーンにむつ市長選（辞職日により決まります） 
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紙面のスペースの都合

で記事の並びがバラバラ

になっています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑1/7 朝日新聞 

 

 

 

1/7 デーリー東北 
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↓1/7 朝日新聞 



12 月 8 日、『太平洋戦争開戦 81 年』街頭宣伝行動を行いました。 
1941年（昭和 16年）12月８日、わが国がアメリカの

ハワイ州オアフ島の真珠湾を奇襲攻撃し、太平洋戦争へ

突入してから 81年になります。全国各地でもこの日を、

あらためて不戦を誓う日として護憲団体、民主団体など

が集会を開催しています。むつ市でも「下北地域９条の

会」が各団体に呼び掛けてマエダ本店前で街宣活動を行

い、それぞれの代表がリレートークを行いながらチラシ

配布活動を行い、当会からは栗橋が参加しました。

 

 

 

 

 

 

 

真珠湾攻撃当日の読売新聞夕刊⇒ 
 
「歴史の逆行」を許さない！ 

軍事費増強・敵基地攻撃能力保有の 

「大軍拡」に反対！ 
９条改憲は許さないむつ市民集会アピール 

 「12 月８日」は、かつての戦争の惨禍を思い起こし、同

じ過ちを二度と繰り返さないことを改めて誓う日だ。 77

年前の敗戦のあと、人々は、他国への謝罪と死者への鎮魂

の思いを平和憲法に込めた。不戦の旗を高く掲げる「９条」

は、日本の宝であり世界の宝だ。 しかるに今、岸田政権

は、国権の最高機関である国会での論議をも欠いたまま、

敵基地攻撃能力（反撃能力）保有、防衛費倍増など大軍拡

への道に舵を切ろうとしている。日本の平和と安全を守り

抜いてきた「９条」の決定的破棄につながる、安倍攻権下

での集団的自衛権容認にも等しい憲法破壊の暴挙だ。いつ

か来た道への回帰で、歴史の逆行だ。 

 私たちは今、戦後と戦前、「戦争しない国」と「戦争す

る国」との分岐点に立つ。敵基地攻撃能力は、集団的自衛

権の行使としても発動される。政府の言う仮想敵国は中国

と北朝鮮を指し、台湾有事が言われる中、アメリカが戦争

に踏み切れば、日本への攻撃がなくても、自衛隊は集団的

自衛権を発動して米軍とともに戦うことになる。既に、台

湾有事を念頭に、防衛省は沖縄の防衛態勢強化のため陸上

自衛隊の部隊増強などの検討を始めたと報じられている。 

アメリカの戦争に巻き込まれれば、相手国の報復攻撃に

よる国土の破壊が現実のものとなる。真っ先に攻撃される

のは米軍基地と狭い国土に林立する原子力発電所などの

核施設だ｡三沢米軍基地と六ヶ所核燃サイクル施設等を有

する青森県はとりわけ危ない。 

 防衛費増大は、必然的に仮想敵国との際限の無い軍拡競

争を引き起こす。日本経済と国民の生活を破壊することは

目に見えている。 

 平和維持のために憲法が求めるのは真剣な外交努力など

戦争を起こさないための積極的行動に徹することだ。 

 私たちは、日本が現憲法に基づく民主主義の国であると

共に平和国家であって、「戦争しない国」であることこそ

誇るべき使命であることを改めて確認し、岸田政権と与党

による９条破壊の大軍拡と自衛隊明記の９条改憲阻止の

ため、立憲野党と市民との共闘の絆を更に強め、県内はも

とより全国の仲間達と手を携えて闘い抜く。 

                 

2022年 12月８日 

９条改憲は許さない！むつ市民集会 参加者一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追悼：木下千代治さん～やすらかにお眠りください 

 下北地域９条の会設立（2016年７月）以来、共同代表を担ってきた木下千代治さんが去

る 12月１日 89歳で他界されました。木下さんは佐井村長後地区の出身で全逓青森地方本

部委員長などを歴任、下北地方労働組合会議議長として長年にわたり労働運動の先頭で闘

ってきました。その後、1975年４月の県議選（下北郡選挙区）に挑戦、1987年、４度目の

挑戦で初当選、以後連続３期務め、2001 年９月に大畑町長へ転身、その後も衆院選などに

も当時の社民党の要請に基づき挑戦しました。政治家引退後も行政書士として市民の生活

をサポートしながら憲法９条を守る活動を精力的に取り組んできました。「全国首長九条

の会」「脱原発をめざす首長会議」メンバーとしても活動されていました。７月 19日に体

調を崩し入院加療を続けていました。謹んでご冥福をお祈りいたします。合掌 



今年こそ、軍事大国ニッポンを許さず、平和創設の年に！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県の軍事施設と原子力施設 
 これだけの施設をもつ県は他に類を見

ません。今こそ平和路線を世界に先駆け

て発信しなければなりません。 

政府は、12月 16日臨

時閣議で「国家安全保障

戦略」など右の３つの文

書を決定。敵の弾道ミサ

イル攻撃に対処するため

発射基地などを叩く「反

撃能力」の保有が明記さ

れ日本の安全保障政策の

大きな転換となります。 

 

安全保障関連３文書、閣議決定～日本の防衛戦略が激変 

1942年（昭和 17）新年の明治製菓の新聞広告 

１月からの通常国会が大きな山場となります 
 ほとんど国民的議論もなく閣議決定されたこうした防衛戦略は１月

末からの通常国会の大きな論点となります。特に政府三文書の「反撃

能力」には賛同できません。具体的には①「我が国に対する攻撃の着

手」があれば、先制攻撃にあたらないとされているが、正確な着手判

断は現実的には困難であり、先制攻撃とみなされるリスクが大きい、

②「反撃能力の行使は、専守防衛の枠内」と述べているが、専守防衛

を逸脱する可能性がある、などです。 

政府が示した防衛費を５年間で 43 兆円、５年後に GDP２％の 11 

兆円に倍増させる方針は、まさに世界第３位軍事大国化の大きな転換

を意味します。国会での説明も議論もなしに、このような大幅増を決

め、しかも歳出改革の具体的プランも示さぬまま、復興特別所得税を

含む「防衛増税」を行うのは論外です。 

 



12 月むつ市議会、最多の 16 名が一般質問、杉浦議員は大湊線存続への対応などを質問 
第 254 回定例むつ市議会は 16 名の議員が一般質問に立

ちました。杉浦弘樹議員は、ホタテ残渣問題のほかに大

湊線の存続に向けて一般質問を行いました。大湊線沿線自

治体など年内に設立する活性化協議会と国土交通省の有

識者検討会が提言した協議会との関係について質問、市長

は「大湊線を永続的に存続させる必要性から先手を打った

もので国の対応などを見極めながら効果的に運用する。」

と答えました。また、工藤祥子議員は原子力災害の避難対

応やむつ中間貯蔵施設のオフサイトセンター問題などに

ついて市側の態度を質しました。 
 

                                 《一般質問の概要～デーリー東北東北より》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工藤祥子議員（共産）が原
子力行政を質しました 
質問① 市長が原子力規制委員会に

よる核施設審査が遅いことを批判

する論文を発表したが本意は… 

答弁① 原子力規制委員会が行政手

続法に定める標準処理期間をはる

かに超えている状況を踏まえ科学

的合理性に基づいた審査が重要と

いうことで、これまで同様使用済み

燃料中間貯蔵施設が原子力規制委

員会の審査によって安全性を確認

された後に事業開始されるべきと

いう考えに変わりはない。 

質問② むつ中間貯蔵施設のオフサ

イトセンターへの考え方は… 

答弁② 青森県の考え方として当面

は東通原発のオフサイトセンター

で、その役割を担い大間原発オフサ

イトセンター完成後はそちらへ機

能を移すと説明を受けているが、市

としてはこれを了解とは考えてお

らず引き続き県へ独自のオフサイ

トセンター設置を求めているとこ

ろである。 

質問③ 東通原発に関わる避難態勢

は十分と判断しているのか… 

答弁③ 当市は東通原発から 30 ㎞

以内の UPZ 区域に 51,282人が居住

し、事故の際は屋内待機が基本とな

るが、放射性物質が検出された場合

はその量によって避難や一時移転

の対象になる。避難先は青森市

30,593人、五所川原 10,665人、黒

石 6,430人、平内 2,156人、市内川

内 1,438人の計画。また避難方法は

陸路 41,591 人、海路 9,691 人、避

難の際の要支援者は 5,355 人と想

定。なお陸路に使用するバス所有台

数は下北地域で 170 台、県内では

1,602 台であり災害時に県が事業

者と調整を行う。自家用車での避難

の想定は独自には調査していない

が全国原発所在市町村協議会で実

施した調査では 85％程度とされて

いる。 



依然としてモヤモヤ状態 

むつ中間貯蔵施設共用化問題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ←↑12/17 東奥日報 

                   こちらも不透明、そろそろ別の振興策へシフトすべきでは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12/15 東奥日報→ 

 

 

 

 

 



   むつ地域退職者連合第 23 回定期総会    新会長に大泉正志さんを選出！ 

連合下北地域協議会の退職者組織で構成する、むつ地

域退職者連合は 12月９日、むつ下北観光物産館で第 23

回定期総会を開催しました。総会は蒔田県退職者連合副

会長、杉浦むつ市議会議員らを来賓に迎えて三上会長の

あいさつで始まりました。経過報告では参院選の取り組

み、自治体交渉の経過などが話されました。新年度の活

動方針ではコロナ禍、物価高など国民生活への影響下、

「いのちとくらし」を守るための様々な取り組みを連合

本体と共に闘っていくこと、自治体要求行動や独自の学

習会の開催などを確認しました。また４月の統一地方選

では連合推薦候補の必勝へ全力で闘うこととしました。 

役員改選では長年にわたり、組織をリードしてきた三上

光春会長に代わり、大泉正志さん（下北交通労組壮寿

会）を新会長に選出しました。三上前会長は副会長とし

て当面、新会長をサポートすることとなりました。 

最後に以下のスローガンを確認し散会しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年々、1年が早く感じられる。2023 年はどんな

年になるのやら…と思っていたらタレントのタモ

リさんが年末に『来年は“新しい戦前“になる』

と発言したことがツィッターなどの SNSでは大き

な反響を呼んでいるらしい。この巧みな “新しい

戦前“という表現、恐ろしいほど身に染みつつあ

る。戦争を体験せず育った世代にとって試練の言

葉だ。時代の流れは確かにそうなりつつある。  

タモリさんの言葉は、そんな政治に国民が流さ

れないように鳴らした警鐘であろう。もう少し頑

張ってみるか。今年もよろしくお願いします。 

編集後記 

 

メインスローガン 安心・信頼の社会保障制度の確立で

生き生きと安心して暮らせる社会にしよう！ 

サブスローガン ①むつ地域退職者連合の組織拡大と

連帯をはかろう。②年金、医療、介護など、社会保障制

度の充実を目指そう。③憲法九条を守り、平和な社会を

次世代に引き継ごう。④再生可能なクリーンエネルギー

を推進し、原発のない社会を目指そう。 

 



               ふるさとの地名の由来 

 
 

【東通村：白糠】 

東通村の南端、六ヶ所村との境には「白糠」という地名

の集落がある。古くから漁業で栄え、近年は、東通原発の

立地により国のエネルギー供給基地としても繁栄。東通村

内で最も世帯数と人口が多い地区だ。村史などによると、

白糠は 1889 (明治 22)年の町村制施行まで、一つの村とし

て独立していた。地名の由来は諸説あるが、アイヌ語から

名付けられているという説が最有力。「シラル」は岩や磯

を、「カ」は上をそれぞれ意味しており、干潮時には平磯

が現れる海が地区の東側に広がる土地柄から、「シラヌ力」

と呼ばれるようになったとみられる。北海道にも同集落と

同字同音の町があり、地形的にも類似。こうした状況から

もアイヌ語由来が有力という。 

白糠地区には、船に加えて車で通行する際にも目印とな

る白糠物見﨑灯台も立っており、同地区は太平洋側での

“下北の入口”のような位置付け。国重要無形民俗文化財

の能舞も伝承され、文化の面でも歴史が深く刻まれている。
 

【横浜町：源氏ヶ浦】 

横浜町立大豆田(まめだ)小学校=閉校=の裏に、強固な防

潮堤に囲まれた港がある。名前は「源氏ヶ浦」。「源氏ケ

岬」とも呼ばれる。「八幡太郎」の通称で親しまれる平安

時代末期の武士、源羲家が残した伝説が名前の由来となっ

ている。義家は天喜元(1053)年ごろ、東北で起こっていた

争乱を鎮めるため、各地を転戦。帰還のため、現在のむつ

市大湊の安渡(あんど)海岸を出港したが、嵐が船を襲った。

波は高く、風は容赦なく船を揺らした。義家は、源氏が氏

神と仰ぐ八幡神に祈りをささげた。すると、不思議な力に

より暗雲は去り、嵐は収まったという。義家一行は、すぐ

に近くの海岸に上陸、一人の犠牲者を出すこともなかった。

その上陸地点が、現在の港の近く。海岸が源氏の名を冠す

るようになったとされる。 

 

【東通村：野牛】 

東通村北部、野牛川沿いにある盆地の裾野には「野牛」

と呼ばれる集落がある。東側に標高 301 メートルの片崎山

を望む街村状に発達した集落だ。1889 (明治 22)年の町村

制施行まで、「野牛村」として独立していた地区。古くは

砂鉄や松炭、石炭などを燃料にした良質の鉄を製造し、

1950 年以降も砂鉄の採掘などでにぎわった。村史などに

よると、地名は、アイヌ語に由来するとの説が有力。津軽

海峡とつながる野牛川や広大な野牛沼で介類が豊富に取

れたことから、「豊漁の入り江」を指す「ヌ・ウシ」が、

なまって名付けられたとみられるという。たくさんの樹木

が生い茂っていたため―との見方もある。 

野牛は、国の重要無形民俗文化財である「能舞」や、県

無形民俗文化財の「餅つき踊り」が、青年会や婦人会によ

って伝承されており、歴史や文化も感じられる土地柄だ。
 

【むつ市（脇野沢）：九艘泊】 

下北半島の最西端にある集落。1970 年に国の天然記念

物に指定されたニホンザル、いわゆる「北限のサル」が、

初めて確認された場所だ。 

むつ市や旧脇野沢村史などによると、地名の由来に確定

的なものはない。だが、「九艘泊」に関しては、名付けら

れた由縁とみられる、さまざまな言い伝えが残っている。

その一つが、かつて武士が乗った９艘の船が、嵐を避ける

ために避難した―というものだ。船の一つは、平安時代末

期の武将・源義経の船だったいう伝説もある。さらに、集

落の“入り口”にある「琵琶石」と呼ばれる岩には「弁天

様が座り琵琶を弾いた」や、「義経が琵琶を弾いて天候の

回復を祈った」などの言い伝えも。 

地名は、こうした複数の伝説から名付けられたとみられ

ている。15 世紀中ごろに諸国回船の出入り港として認め

られ、港町としても開けた九艘泊地区は、現在、前沖で捕

れるタラ漁が盛ん。イワシ焼干しも特産品の一つだ。。 
 

【風間浦村：下風呂】 

津軽海峡に面する風問浦村を構成する三つの大字のう

ち、最も東部に位置し、むつ市大畑町と隣接する地域。晴

れた日は北に北海道渡島地方の山々、東に東通村の尻屋﨑

を望む。 

八戸市出身の郷土史家・笹澤魯羊(1885～1972)が著した

「下北半嶋史」によると、地名はアイヌ語のスマ・フラに

由来。スマは「岩・石」、フラは「におい」で、周囲の岩

石がにおう―との意味だという。その通り、地域には硫黄

のにおいが立ち込める。室町時代から湯治場として歴史を

刻んできた「下風呂温泉郷」があるためだ。現在も旅館や

ホテル、共同浴場があり、イカ釣りシーズンは、津軽海峡

にずらりと並ぶ幻想的ないさり火を眺めることもできる。 

 

 

シリーズ 歴史を紐解く➅ デーリー東北紙に不定期に「北奥羽の

地名」シリーズが連載されていました。

その中から下北に関する部分だけを拾い

集めてみました。 


